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令令和和６６年年度度  登登録録販販売売者者生生涯涯学学習習研研修修確確認認テテスストト  

第第５５講講座座『『口口ととノノドドのの炎炎症症やや異異常常                                          』』  
 

問１．【受診勧奨】常連のお客様から、口やのどについての相談を受けました。受診勧奨が適当と

思われる症状には○、セルフメディケーションが可能なら×を記入して下さい。 

(1)  受診を勧めるべき生命に関わる重大な疾病の症状ではないか？ 

① 口中や唇が広範囲にわたってただれてきた。口のまわりの皮膚にぶつぶつができたり、目や鼻の中の粘膜に

もただれが広がっている。10日ほど前、市販のかぜ薬を使用している。 

② 40代だが、普段は薬に頼ることはなく、何年も薬は飲んでいない。口中や唇が広範囲にただれて痛みを伴い、

食欲はあるのに食事を摂るのがつらい。熱はない。 

③ 最近、のどが渇いて仕方がない。水分摂取量が増えた分、尿量も増えている。 

④ 飲み込むときの違和感があって、声の変化も気になる。最近、耳が痛むことがある。 

(2) その他、受診を勧めるべき疾病の症状ではないか？ 

① 口中に多数の小水疱ができ、破れて中央が白くくぼんだ楕円形の潰瘍になる。痛くて食事も摂れない。 

② 舌に白く角化した部分があり、こすっても剥がれない。 

③ 舌に表面は平らだが、鮮紅色ビロード状の部分があり、刺激により痛みを感じる。 

④ 口唇、頬粘膜、舌、歯肉などに円形の痛みを伴う潰瘍がたくさんでき、その周囲は赤くて境界がはっきりし

ている。皮膚炎も併発していて、いずれも治ってきては再発を繰り返す。 

⑤ 中年女性で、口が乾いて仕方がない。目も乾いて開けられないくらい痛い。 

⑥ 両頬の粘膜に白いレース状の模様とその周囲に発赤が慢性的にみられる。 

⑦ 口中にたくさんの白いミルクかす状の付着物が。それらをガーゼ等でぬぐうと、剥れてただれた状態に。 

 

問２． 【セルフメディケーションでも対応できる口内の症状】効能効果に照らして適当な医薬品を選んで下さい。 

・齲蝕
うしょく

による歯痛には、早めに歯科の治療を受けることを前提として、旅行中や夜間などの歯科診療を受けることが

困難な場合に（ ① ）や局所麻酔成分・殺菌消毒成分等を含有する外用歯痛薬を応急的に使うことができる。 

・口内炎は、原因となるような病気が無く、びらん（ただれ）、水疱や潰瘍が１ヵ所のみの場合であれば、（ ② ）

や漢方薬、抗炎症成分を配合した塗布剤や貼付剤の（ ③ ）等の適応である。 

・口唇ヘルペスは、診断を受けた経験から、再発であることがわかり、範囲が狭い場合に

は、外用の（ ④ ）の適応である。 

・のどの痛みは、つばも飲み込めないような激しい痛みや腫れではなく、熱も 38℃未満（微

熱）であれば、総合感冒薬、解熱鎮痛薬、（ ⑤ ）（トローチ剤等）、（ ⑥ ）等の適応である。  

Ａ. ビタミン剤  Ｂ. 解熱鎮痛薬  Ｃ. 口腔咽喉薬  Ｄ. 口内炎用薬  Ｅ. 含嗽薬  Ｆ. 抗ウイルス薬 
 

問３. 【一般用医薬品の主作用の特徴】 

(1) 口腔用抗炎症成分の主作用の特徴に対する正しい成分を選んで下さい。 

① プラスミンの作用で産生される活性ペプタイド等による炎症を抑制する。（飲み薬） 

② 糖質コルチコイドの分泌促進や PGE2生合成阻害でなく、白血球遊走阻止作用及び肥満細胞からのヒスタミン

遊離抑制作用等により、炎症組織に直接作用する。（トローチ、うがい薬、のどスプレー） 

③ 炎症や損傷による組織の欠損部を線維芽細胞が増生して修復する。（トローチ） 

④ ホスホリパーゼ A2の酵素活性を阻害する作用がある。（うがい薬、トローチ、塗り薬、貼付剤） 

⑤ 糖質コルチコイド作用による。（貼付剤、塗り薬） 

Ａ. トラネキサム酸  Ｂ. アズレンスルホン酸 Na  Ｃ. ポビドンヨード  Ｄ. リゾチーム塩酸塩 

Ｅ. グリチルリチン酸類  Ｆ. トリアムシノロンアセトニド 
 

講座専用 H.P. 
https://zenyaku.or.jp/kensyu/r6-a5 

 

（ノドの異常については、かぜ薬を
選択しないケースを主に考える） 
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(2) 次の働きを持つ、口内炎、口角炎、口唇炎、舌炎の効能・効果を記載できる成分を下欄から選んで下さい． 

① 脂質の代謝に関与し、皮膚や粘膜の機能を正常に保つために重要な栄養素。 

② 蛋白質の代謝に関与し、皮膚や粘膜の健康維持、神経機能の維持に重要な栄養素。 

Ａ. ビタミン B1  Ｂ. ビタミン B2  Ｃ. ビタミン B6  Ｄ.ビタミン B12  Ｅ. ビタミン C  
 

(3) 下の表はある口腔内症状の効能・効果について、承認基準に基づく漢方製剤の例を適応体力ごとにまとめ

たものです。①～④の効能・効果を下欄から選んで下さい。（販売時には「しばり」を確認！） 

 体力 

効能･効果 

体力に関わらず使用で

きる 
体力中等度以下 体力中等度 体力中等度以上 

①  甘草湯、響声破笛丸 
麦門冬湯、茯苓飲合半夏

厚朴湯 
半夏厚朴湯※１  

②  甘草湯 甘露飲 
甘草瀉心湯、半夏瀉心湯、

黄連湯、葛根黄連黄芩湯 
黄連解毒湯、茵蔯蒿湯 

③  
排膿散及湯、甘草湯、桔

梗湯、駆風解毒散(湯)  
排膿湯、麦門冬湯  

排膿散、小柴胡湯加桔梗

石膏(比較的体力があり) 

④    柴胡清肝湯 荊芥連翹湯 
 

Ａ．口腔内の乾燥※２  Ｂ．慢性扁桃炎  Ｃ．しわがれ声  Ｄ．口内炎  Ｅ．急性ののどの痛み※３  

※１：半夏厚朴湯は、「体力中等度をめやす
・ ・ ・

と
・

し
・

て
・

」とある。 

※２：実際の効能・効果には：「のどにうるおいがなく」、「咽頭の乾燥感」、「口の乾き・乾燥」などと記載されているもの。 

※３：実際の効能・効果には「咽喉痛」、「咽頭炎」、「扁桃炎」又は「扁桃周囲炎」と記載されているもの。 
  
問４．【患者情報確認】次の文中の（ ）に該当する、使用上の注意に照らして最も適当な一般用医薬品又はそ

の成分を下欄から選んで下さい。 
 

・（  ①  ）は重篤な副作用の記載が「ショック（アナフィラキシー）」に変更になり、口腔内に適用する

製剤には、「甲状腺機能障害」の診断を受けた人は相談するよう、記載されている製品が多い。 
 

・（  ②  ）を含有する含そう薬には、「銀を含有する歯科材料(義歯等)が変色することがある」との注意

及びまれに起こる重篤な副作用「ショック（アナフィラキシー）」を記載することになっている。 
 

・（  ③  ）は、「血栓のある人、血栓症を起こすおそれのある人」は相談することになっている。セトラ

キサート塩酸塩の代謝物でもあるので、併用に注意する。 
 

・（  ④  ）、白虎湯、白虎加桂枝湯、白虎加人参湯は、相談事項に「体の虚弱な人」が記載されている。

いずれの処方も清熱・止渇の働きがある石膏を配合してしている。 
 

・（  ⑤  ）は、もともと胃腸が弱く下痢しやすい人には注意が必要だが、大黄を配合している処方もあ

り、その場合には、服用したら授乳を避けること及び相談事項に「体の虚弱な人」の記載がある。 
 

・（  ⑥  ）は、気道を潤す処方であるため、相談事項に「水様性の痰の多い人」が記載されている。 
 

Ａ．ヨウ素又はヨウ化カリウム  Ｂ．ポビドンヨード  Ｃ．クロルヘキシジングルコン酸塩 

Ｄ．トラネキサム酸  Ｅ．麦門冬湯   Ｆ．駆風解毒湯（散）  Ｇ．黄連解毒湯  Ｈ. 響声破笛丸 

 

問５．【アドバイス】次の文章が正しいものには○を、誤っているものには×を、（  ）の中に記入して下さい。 

ただし、「※」の説明部分は問題の範囲ではありません。 
 

① フルスルチアミン及びその塩類並びにイブプロフェンの製剤は、副作用として口内炎が知られています。 

② 医薬品によって重い副作用を起こし、その症状としても「のどの痛み」があらわれることがあります。 

③ 口内炎の原因は、主に栄養摂取の偏りで、ストレスや睡眠不足は関係ないと考えられています。 

④ 小児がのどの痛みを訴えた後の 2週間くらいは、起床時の顔面浮腫、尿量の減少、血尿に注意しましょう。 

⑤ 歯周病になると、動脈硬化、糖尿病、早産・低体重出産等、全身に悪影響を及ぼす場合があるので、歯周ポ

ケットに歯垢をためないようにしましょう。 


